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Sheet1

				分類 ブンルイ		想定される事象 ソウテイ ジショウ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃
シナリオ		4℃
シナリオ		当社の戦略 トウシャ センリャク

		移行リスク イコウ		政策・法規制 セイサク ホウキセイ		炭素税導入 タンソゼイ ドウニュウ		リスク：各国当局の環境規制強化により、操業コストが上昇する可能性がある。 カッコク トウキョク カンキョウ キセイ キョウカ ソウギョウ ジョウショウ カノウセイ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		①GHG排出目標の策定しその実行と継続を行う。
②環境対応車・電動フォークリフトへの移行する。　
③再生可能エネルギー由来電力に切り換え。　
④適切な形での輸送運賃への転嫁を行う。 ハイシュツモクヒョウ サクテイ ジッコウ ケイゾク オコナ カンキョウ タイオウシャ デンドウ イコウ サイセイカノウ ユライ デンリョク キ カ テキセツ カタチ ユソウウンチン テンカ オコナ

				技術 ギジュツ		新世代航空・船舶・車両の導入 シンセダイ コウクウ センパク シャリョウ ドウニュウ		リスク：新技術開発・導入による操業コスト増加 シンギジュツ カイハツ ドウニュウ ソウギョウ ゾウカ		短ー長期 タン チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		①社会動向・新技術進捗をモニターしながら投資計画を策定していく。
②各種パイロットプラグラムに参画し、対比用効果を見極めつつ導入を検討する。

 シャカイ ドウコウ シンギジュツ シンチョク トウシケイカク サクテイ カクシュ サンカク タイヒヨウ コウカ ミキワ ドウニュウ ケントウ

								機会：GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		短ー長期 タン チョウキ		大 ダイ		中 ナカ

						新燃料（SAFやBio Fuel)の開発・供給 シンネンリョウ カイハツ キョウキュウ		リスク：供給量不足による普及率の低下・仕入れコストの上昇。 キョウキュウリョウブソク フキュウリツ テイカ シイ ジョウショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ		①各SAFプログラムに積極的な参加を行い、社会実装に向けての促進を図る。
②政府や関連団体に向けて業界としての普及率向上の働きかけを行う。 カク セッキョクテキ サンカ オコナ シャカイジッソウ ム ソクシン ハカ セイフ カンレン ダンタイ ム ギョウカイ フキュウ リツ コウジョウ ハタラ オコナ

								機会：GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少。 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		中 ナカ		小 ショウ

				市場 シジョウ		顧客輸送手段の変化 コキャク ユソウシュダン ヘンカ		リスク：環境負荷の低い輸送手段を求め海上・鉄道輸送増加による収入減少 カンキョウフカ ヒク ユソウ シュダン モト カイジョウ テツドウ ユソウ ゾウカ シュウニュウゲンショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		中 ナカ		①顧客ニーズに即した海上・鉄道輸送サービスを開発し、市場環境の変化に対応する事業形態を構築する。
②SAF活用、航空会社の協業により環境負荷の低い航空輸送商品開発を行う。
③AIを活用したCO2排出低減ルート、輸送方法提案を行う コキャク ソク カイジョウ テツドウ ユソウ カイハツ シジョウカンキョウ ヘンカ タイオウ ジギョウケイタイ コウチク カツヨウ コウクウカイシャ キョウギョウ カンキョウフカ ヒク コウクウユソウ ショウヒン カイハツ オコナ テイアン オコナ

								機会：新たなサービス開発とビジネス領域の拡大。 キカイ アラ カイハツ リョウイキ カクダイ		短ー中期 タン チュウキ		中 ナカ		小 ショウ

				評判 ヒョウバン		企業の環境対応評価 キギョウ カンキョウ タイオウ ヒョウカ		リスク：評価低下による失注、入札不参加などで収入減少。採用活動などでの影響。 ヒョウカテイカ シッチュウ ニュウサツ フサンカ シュウニュウゲンショウ サイヨウカツドウ エイキョウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ		①積極的な環境施策を企業戦略に掲げ、顧客評価の向上に取り組む。
 セッキョクテキ カンキョウ シサク キギョウ センリャク カカ コキャク ヒョウカ コウジョウ ト ク

								機会：評価向上による案件獲得向上による収入増、有能な人材確保機会増加。 キカイ ヒョウカコウジョウ アンケン カクトク コウジョウ シュウニュウゾウ ユウノウ ジンザイカクホ キカイ ゾウカ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ

				分類 ブンルイ		想定される事象 ソウテイ ジショウ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃
シナリオ		4℃
シナリオ		当社の戦略 トウシャ センリャク

		物理リスク ブツリ		急性 キュウセイ		異常気象の深刻化・増加 イジョウキショウ シンコクカ ゾウカ		リスク：輸送サービスの提供が困難になり物量低下による収支減少、リカバリーコスト増大などの可能性。 ユソウ テイキョウ コンナン ブツリョウ テイカ シュウシゲンショウ ゾウダイ カノウセイ		短ー中期 タン チュウキ		小 ショウ		大 ダイ		①ロジスティクス事業用の自社保有倉庫は自社および委託管理会社、貸倉庫は貸主との連携を進め各種水害や災害への対応を推進
②フォワーディング事業用の倉庫は代替施設およびルート等を選定し、安定的な物流網の構築を推進
③KWEグループリスク管理委員会と適切な連携を行い、リスク管理を徹底

				慢性 マンセイ		平均気温の上昇による海面上昇 ヘイキンキオン ジョウショウ カイメンジョウショウ		リスク：低海抜地域に所在する港や空港が利用困難になる可能性。また利用可能施設が限られてくる。 テイ カイバツ チイキ ショザイ ミナト クウコウ リヨウ コンナン カノウ セイ リヨウ カノウ シセツ カギ		中ー長期 チュウ チョウキ		小 ショウ		大 ダイ		①当局や各種取引先等との連携を進め、各種水害や災害への対応を推進
②KWEグループリスク管理委員会と適切な連携を行い、リスク管理を徹底





Sheet2

				分類 ブンルイ		想定されるリスク・機会 ソウテイ キカイ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃シナリオ		4℃シナリオ		弊社戦略 ヘイシャ センリャク

		移行リスク イコウ		政策・法規制 セイサク ホウキセイ		炭素税導入 タンソゼイ ドウニュウ		リスク　各国当局の環境規制強化により、操業コストが上昇する可能性がある。 カッコク トウキョク カンキョウ キセイ キョウカ ソウギョウ ジョウショウ カノウセイ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		将来的な規制強化・カーボンプライシング導入予測を踏まえ、①環境対応車への移行　②再生可能エネルギー由来電力に切り換え　③　適切な形での運賃転嫁を進める。 ショウライテキ キセイ キョウカ ドウニュウヨソク フ カンキョウ タイオウシャ イコウ サイセイカノウ ユライ デンリョク キ カ テキセツ カタチ ウンチン テンカ スス

				技術 ギジュツ		新世代航空機導入 シンセダイ コウクウキ ドウニュウ		リスク　新技術開発・導入のコスト増加 シンギジュツ カイハツ ドウニュウ ゾウカ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ

								機会　GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		中 ナカ

						新燃料（SAF)の開発・供給 シンネンリョウ カイハツ キョウキュウ		リスク　供給量不足による普及率の低下・仕入れコストの上昇。 キョウキュウリョウブソク フキュウリツ テイカ シイ ジョウショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ

								機会　GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		中 ナカ		小 ショウ

				市場 シジョウ		顧客輸送手段の変化 コキャク ユソウシュダン ヘンカ		リスク　環境負荷の低い輸送手段を求め海上・鉄道輸送増加による収入減少 カンキョウフカ ヒク ユソウ シュダン モト カイジョウ テツドウ ユソウ ゾウカ シュウニュウゲンショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		中 ナカ

								機会：新たなサービス開発とビジネス領域の拡大。 キカイ アラ カイハツ リョウイキ カクダイ		短ー中期 タン チュウキ		中 ナカ		小 ショウ

				評判 ヒョウバン

		物理リスク ブツリ		慢性リスク マンセイ

				急性リスク キュウセイ

		事業機会 ジギョウキカイ		市場 シジョウ

				製品およびサービス セイヒン

				資源効率 シゲンコウリツ

				エネルギー源 ミナモト

				レジリエンス
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Sheet1

				分類 ブンルイ		想定される事象 ソウテイ ジショウ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃
シナリオ		4℃
シナリオ		当社の戦略 トウシャ センリャク

		移行リスク イコウ		政策・法規制 セイサク ホウキセイ		炭素税導入 タンソゼイ ドウニュウ		リスク：各国当局の環境規制強化により、操業コストが上昇する可能性がある。 カッコク トウキョク カンキョウ キセイ キョウカ ソウギョウ ジョウショウ カノウセイ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		①GHG排出目標の策定しその実行と継続を行う。
②環境対応車・電動フォークリフトへの移行する。　
③再生可能エネルギー由来電力に切り換え。　
④適切な形での輸送運賃への転嫁を行う。 ハイシュツモクヒョウ サクテイ ジッコウ ケイゾク オコナ カンキョウ タイオウシャ デンドウ イコウ サイセイカノウ ユライ デンリョク キ カ テキセツ カタチ ユソウウンチン テンカ オコナ

				技術 ギジュツ		新世代航空・船舶・車両の導入 シンセダイ コウクウ センパク シャリョウ ドウニュウ		リスク：新技術開発・導入による操業コスト増加 シンギジュツ カイハツ ドウニュウ ソウギョウ ゾウカ		短ー長期 タン チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		①社会動向・新技術進捗をモニターしながら投資計画を策定していく。
②各種パイロットプラグラムに参画し、対比用効果を見極めつつ導入を検討する。

 シャカイ ドウコウ シンギジュツ シンチョク トウシケイカク サクテイ カクシュ サンカク タイヒヨウ コウカ ミキワ ドウニュウ ケントウ

								機会：GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		短ー長期 タン チョウキ		大 ダイ		中 ナカ

						新燃料（SAFやBio Fuel)の開発・供給 シンネンリョウ カイハツ キョウキュウ		リスク：供給量不足による普及率の低下・仕入れコストの上昇。 キョウキュウリョウブソク フキュウリツ テイカ シイ ジョウショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ		①各SAFプログラムに積極的な参加を行い、社会実装に向けての促進を図る。
②政府や関連団体に向けて業界としての普及率向上の働きかけを行う。 カク セッキョクテキ サンカ オコナ シャカイジッソウ ム ソクシン ハカ セイフ カンレン ダンタイ ム ギョウカイ フキュウ リツ コウジョウ ハタラ オコナ

								機会：GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少。 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		中 ナカ		小 ショウ

				市場 シジョウ		顧客輸送手段の変化 コキャク ユソウシュダン ヘンカ		リスク：環境負荷の低い輸送手段を求め海上・鉄道輸送増加による収入減少 カンキョウフカ ヒク ユソウ シュダン モト カイジョウ テツドウ ユソウ ゾウカ シュウニュウゲンショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		中 ナカ		①顧客ニーズに即した海上・鉄道輸送サービスを開発し、市場環境の変化に対応する事業形態を構築する。
②SAF活用、航空会社の協業により環境負荷の低い航空輸送商品開発を行う。
③AIを活用したCO2排出低減ルート、輸送方法提案を行う コキャク ソク カイジョウ テツドウ ユソウ カイハツ シジョウカンキョウ ヘンカ タイオウ ジギョウケイタイ コウチク カツヨウ コウクウカイシャ キョウギョウ カンキョウフカ ヒク コウクウユソウ ショウヒン カイハツ オコナ テイアン オコナ

								機会：新たなサービス開発とビジネス領域の拡大。 キカイ アラ カイハツ リョウイキ カクダイ		短ー中期 タン チュウキ		中 ナカ		小 ショウ

				評判 ヒョウバン		企業の環境対応評価 キギョウ カンキョウ タイオウ ヒョウカ		リスク：評価低下による失注、入札不参加などで収入減少。採用活動などでの影響。 ヒョウカテイカ シッチュウ ニュウサツ フサンカ シュウニュウゲンショウ サイヨウカツドウ エイキョウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ		①積極的な環境施策を企業戦略に掲げ、顧客評価の向上に取り組む。
 セッキョクテキ カンキョウ シサク キギョウ センリャク カカ コキャク ヒョウカ コウジョウ ト ク

								機会：評価向上による案件獲得向上による収入増、有能な人材確保機会増加。 キカイ ヒョウカコウジョウ アンケン カクトク コウジョウ シュウニュウゾウ ユウノウ ジンザイカクホ キカイ ゾウカ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ

				分類 ブンルイ		想定される事象 ソウテイ ジショウ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃
シナリオ		4℃
シナリオ		当社の戦略 トウシャ センリャク

		物理リスク ブツリ		急性 キュウセイ		異常気象の深刻化・増加 イジョウキショウ シンコクカ ゾウカ		リスク：輸送サービスの提供が困難になり物量低下による収支減少、リカバリーコスト増大などの可能性。 ユソウ テイキョウ コンナン ブツリョウ テイカ シュウシゲンショウ ゾウダイ カノウセイ		短ー中期 タン チュウキ		小 ショウ		大 ダイ		①ロジスティクス事業用の自社保有倉庫は自社および委託管理会社、貸倉庫は貸主との連携を進め各種水害や災害への対応を推進
②フォワーディング事業用の倉庫は代替施設およびルート等を選定し、安定的な物流網の構築を推進
③KWEグループリスク管理委員会と適切な連携を行い、リスク管理を徹底

				慢性 マンセイ		平均気温の上昇による海面上昇 ヘイキンキオン ジョウショウ カイメンジョウショウ		リスク：低海抜地域に所在する港や空港が利用困難になる可能性。また利用可能施設が限られてくる。 テイ カイバツ チイキ ショザイ ミナト クウコウ リヨウ コンナン カノウ セイ リヨウ カノウ シセツ カギ		中ー長期 チュウ チョウキ		小 ショウ		大 ダイ		①当局や各種取引先等との連携を進め、各種水害や災害への対応を推進
②KWEグループリスク管理委員会と適切な連携を行い、リスク管理を徹底





Sheet2

				分類 ブンルイ		想定されるリスク・機会 ソウテイ キカイ		当社への影響 トウシャ エイキョウ		影響時期 エイキョウジキ		1.5℃シナリオ		4℃シナリオ		弊社戦略 ヘイシャ センリャク

		移行リスク イコウ		政策・法規制 セイサク ホウキセイ		炭素税導入 タンソゼイ ドウニュウ		リスク　各国当局の環境規制強化により、操業コストが上昇する可能性がある。 カッコク トウキョク カンキョウ キセイ キョウカ ソウギョウ ジョウショウ カノウセイ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ		将来的な規制強化・カーボンプライシング導入予測を踏まえ、①環境対応車への移行　②再生可能エネルギー由来電力に切り換え　③　適切な形での運賃転嫁を進める。 ショウライテキ キセイ キョウカ ドウニュウヨソク フ カンキョウ タイオウシャ イコウ サイセイカノウ ユライ デンリョク キ カ テキセツ カタチ ウンチン テンカ スス

				技術 ギジュツ		新世代航空機導入 シンセダイ コウクウキ ドウニュウ		リスク　新技術開発・導入のコスト増加 シンギジュツ カイハツ ドウニュウ ゾウカ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		小 ショウ

								機会　GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		大 ダイ		中 ナカ

						新燃料（SAF)の開発・供給 シンネンリョウ カイハツ キョウキュウ		リスク　供給量不足による普及率の低下・仕入れコストの上昇。 キョウキュウリョウブソク フキュウリツ テイカ シイ ジョウショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		小 ショウ

								機会　GHG排出量の低下による炭素税等規制強化コストの減少 キカイ ハイシュツリョウ テイカ タンソゼイ ナド キセイ キョウカ ゲンショウ		中ー長期 チュウ チョウキ		中 ナカ		小 ショウ

				市場 シジョウ		顧客輸送手段の変化 コキャク ユソウシュダン ヘンカ		リスク　環境負荷の低い輸送手段を求め海上・鉄道輸送増加による収入減少 カンキョウフカ ヒク ユソウ シュダン モト カイジョウ テツドウ ユソウ ゾウカ シュウニュウゲンショウ		短ー中期 タン チュウキ		大 ダイ		中 ナカ

								機会：新たなサービス開発とビジネス領域の拡大。 キカイ アラ カイハツ リョウイキ カクダイ		短ー中期 タン チュウキ		中 ナカ		小 ショウ

				評判 ヒョウバン

		物理リスク ブツリ		慢性リスク マンセイ

				急性リスク キュウセイ

		事業機会 ジギョウキカイ		市場 シジョウ

				製品およびサービス セイヒン

				資源効率 シゲンコウリツ

				エネルギー源 ミナモト

				レジリエンス
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	気候関連財務情報開示タスクフォース
(TCFD)提言に基づく開示について
	１．ガバナンス
代表取締役 社長執行役員を委員長とするKWEグループサステナビリティ推進委員会が、気候変動に関 わる基本方針や重要事項、リスクや機会などを検討・審議します。
	３．リスク管理
気候関連リスクに関するワーキンググループにて、対策の立案と推進、進捗管理等を実践しています。2022年2月よりシナリオ分析を実施しており、年に一度以上の頻度で見直しを行っています。リスク・機会の発生可能性と影響度の理由から、別紙記載の事項に注力して取り組みます。また、今後とも KWEグループサステナビリティ推進委員会を通じて気候関連リスクに関する分析を行い、その内容を経営会議に報告し、全社で統合したリスク管理を行います。
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